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平成30年第３回天城町議会定例会議事日程（第５号） 

平成30年９月21日（金曜日）午前10時開議 

 

      開議 

○日程第１ 議案第６５号 平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決

算の認定について 

委員長報告

○日程第２ 議案第６６号 平成２９年度天城町国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定について 

委員長報告

○日程第３ 議案第６７号 平成２９年度天城町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について 

委員長報告

○日程第４ 議案第６８号 平成２９年度天城町介護保険事業特別会

計歳入歳出決算の認定について 

委員長報告

○日程第５ 議案第６９号 平成２９年度天城町後期高齢者医療事業

特別会計歳入歳出決算の認定について 

委員長報告

○日程第６ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 

○日程第７ 常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 
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平成30年第３回天城町議会定例会追加日程（第５号の１） 

平成30年９月21日（金曜日） 

○追加日程第１ 議案第７０号 平成３０年度天城町一般会計歳入歳

出予算補正（第４号）について 

町長提出

○追加日程第２ 議案第７１号 平成３０年度天城町簡易水道事業特

別会計歳入歳出予算補正（第３号）

について 

町長提出

 閉会   
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１．出席議員（１２名） 

  議席番号    氏   名      議席番号    氏   名 

    １番  昇   健 児 君      ２番  叶   忠 志 君 

    ４番  島   和 也 君      ５番  大 澤 皓一郎 君 

    ６番  久 田 高 志 君      ７番  秋 田 浩 平 君 

    ８番  上 岡 義 茂 君      ９番  松 山 善太郎 君 

   １１番  鶴   博 典 君     １２番  柏 井 洋 一 君 

   １３番  平 山 栄 助 君     １４番  前 田 芳 作 君 

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 藤 井 恒 利 君   議会事務局書記 宇 都 克 俊 君 

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名     氏   名      職  名    氏   名 

 町 長 大 久 幸 助 君   教 育 長 春   利 正 君 

 教委総務課長 基 田 雅 美 君   会 計 課 長 大 久 明 浩 君 

 社会教育課長 神 田 昌 宏 君   総 務 課 長 米 村   巌 君 

 税 務 課 長 岸   恭 聖 君   企 画 課 長 前 田 好 之 君 

 保健福祉課長 碇 本 順 一 君   建 設 課 長 昇   浩 二 君 

 水 道 課 長 柚 木 洋 佐 君   農業委員会事務局長 上 松 重 友 君 

 農 政 課 長 福   健吉郎 君   農地整備課長 芝 田 達 士 君 

 町民生活課長 森 田 博 二 君   商工水産観光課長 祈   清次郎 君 

 選挙管理委員会書記長 山 田 悦 和 君   総務課長補佐 中 村 慶 太 君 
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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（前田 芳作議員）   

 おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

     △ 日程第１ 議案第６５号 平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決

算の認定について   

     △ 日程第２ 議案第６６号 平成２９年度天城町国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算の認定について   

     △ 日程第３ 議案第６７号 平成２９年度天城町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について   

     △ 日程第４ 議案第６８号 平成２９年度天城町介護保険事業特別会

計歳入歳出決算の認定について   

     △ 日程第５ 議案第６９号 平成２９年度天城町後期高齢者医療事業

特別会計歳入歳出決算の認定について   

 

○議長（前田 芳作議員）   

 日程第１、議案第６５号、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて、日程第２、議案第６６号、平成２９年度天城町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、日程第３、議案第６７号、平成２９年度天城町簡易水

道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第４、議案第６８号、平成

２９年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第５、議

案第６９号、平成２９年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、以上５件を一括議題とします。 

 これより、委員長の報告に入ります。まず、総務文教常任委員長の報告を求めま

す。 

○総務文教常任委員長（大澹 皓一郎議員）   

 おはようございます。総務文教常任委員長報告をいたします。 

 平成３０年第３回定例会において議題となりました、議案第６５号平成２９年度

天城町一般会計歳入歳出決算のうち、総務文教常任委員会に付託を受けた案件につ

いて、審査の経過と結果の報告をいたします。 

 当委員会は、第１回目の委員会を９月７日、本会議終了後、全委員出席の下、委

員会室において開催しました。 
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 まず、付託を受けました案件の関係課長の出席を求め、審査日程について協議し

ました。 

 その日程は、審査日程協議終了後、総務課、会計課、選挙管理委員会・監査室。 

 ９月１０日午前１０時から、商工水産観光課、教育委員会総務課、企画課、税務

課。９月１１日午前１０時から、社会教育課、終了後現地調査。９月１８日午後

３時から、委員会まとめとすることに決定しました。 

 引き続き、委員会を開催し、総務課について、課長及び担当職員の出席を求め、

本案に対する説明を求めました。 

 その中で主な事項について申し上げます。 

 総務課の「歳入決算総額は、４３億２千９８１万２千６６８円。」うち繰越明許

費は、１億３千２９０万円。「歳出決算総額は、１６億７千３８４万１千３３４円。」

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

 「財産貸付収入の土地貸付収入として、２６５万８千１５０円の収入済額がある

が、一般財源として支出しているのか、町有地売払運用基金として積上げているの

か、また、基金の最終目的の説明を。」との質疑に対し、「財産貸付収入の土地貸

付収入は一般財源扱いとしています。一般財源扱いにした理由としては、直近に大

きな土地購入等がないために、積立てていないというのが現状であります。また、

町有地売払貸付運用基金設置条例に、目的として町有地の活用促進、保全管理を図

るべく基金を設置する。ただし、基金に積立てる額は予算で定めるとなっており、

貸付金を充当する定めは特にありません。」との答弁でした。 

 次に「財産管理費の工事請負費が２６５万増額補正した説明を。」との質疑に対

し、「防災センター入口通路等ライン引き及び駐車場反射材取付け・図書館ユイの

館前の進入禁止柵設置等、総合防災拠点施設安全対策工事のための増額補正であり

ます。」との答弁でした。 

 次に「財産管理費、公有財産購入費７４２万８千円が支出されているが、内容の

説明を。」との質疑に対し、「旧天城森林事務所購入費として４０８万円、徳之島

用水農業水利事業所局舎購入費として３３４万８千円を支出しています。」との答

弁でした。 

 次に「防災センター運営管理費、需用費において３１８万１千円の減額がなされ

たにもかかわらず多額の不用額となった説明を。」との質疑に対し、「減額時点で

は、１月から２月までの需用費を支払っていない状態でしたので、１月から３月ま

での施設利用度の予測をしながら対応して参りましたが、最終的には不用額として
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減額しました。」との答弁でした。 

 次に「非常備消防費、備品購入費として２０８万９千４５８円支出されているが、

内容の説明を。」との質疑に対し、「平成２９年度宝くじ助成事業で消防防災設備

として小型消防ポンプを購入しました。」との答弁でした。 

 総務課終了後、会計課の審査を行いました。 

 会計課について、課長の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

 その中で主な事項について申し上げます。 

 会計課の「歳入決算総額は、６３万６千５４８円。」「歳出決算総額は、２千

８３９万３千３３９円。」であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 「定期預金利子において、最終補正で９万１千円増額補正されてるが、その理由

説明を。」との質疑に対し、「徳之島用水基金運用定期差額利息分としての増額補

正であります。また、定期預金利子の収入済額が２万２千４３７円増えた理由は、

ＪＡの定期分が補正後に入ったためであります。」との答弁でした。 

 会計課終了後、選挙管理委員会・監査室の審査を行いました。 

 選挙管理委員会・監査室について、書記長の出席を求め、本案に対する説明を求

めました。 

 選挙管理委員会の「歳入決算総額は、５１３万８千３９円。」「歳出決算総額は、

１千５９６万１千１９４円。」監査室の「歳入総額は、２００円。」「歳出総額は、

１５４万４千１４０円。」であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 「選挙費の諸収入において予算額０円に対して、収入済額が２万６千５２１円の

説明を。」との質疑に対し、「平成３０年２月１９日に本町で開催された「大島郡

明るい選挙指導者研修会」で鹿児島県明るい選挙推進協議会大島支会からの補助金

が間に合わず、出納整理期間の５月に収支計算が行われた関係で、予算措置ができ

ず、収支差引額を雑入で処理いたしました。」との答弁でした。 

 以上で第１回目の委員会は終了といたしました。 

 ９月１０日午前１０時から第２回目の委員会を全委員出席の下、委員会室におい

て商工水産観光課の審査を行いました。 

 商工水産観光課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を

求めました。 

 その中で主な事項について申し上げます。 

 商工水産観光課の「歳入決算総額は、３千７２万７千２０２円。」「歳出決算総

額は、１億３千２７５万２千２７５円。」であり、それぞれの内容の説明を受けま
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した。 

 引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

 「歳入において、離島漁業再生支援交付金があるが、歳出においてどのような形

で支出されているのか、説明を。」との質疑に対し、「平成２９年度から国の指導

により補助金の算定計算式が改正され、５１７万７千３６円を交付金として支出し

ています。主な活動内容としましては、総会、離島漁業意見交換会、種苗放流（ト

コブシ・スジアラ）、浮魚礁部材購入、オニヒトデ・サメ駆除、魚食普及としてお

魚祭りを２回実施しました。」との答弁でした。 

 次に、「水産振興費、負担金、補助及び交付金が１０８万１千円減額補正されて

いる理由の説明を。」との質疑に対し、「離島漁業再生支援交付金事業の事業分に

関連するものです。算定計算式が改正となりましたので、減額補正を行いまし

た。」との答弁でした。 

 次に、「商工総務費、工事請負費２２０万円が、８０万減額補正されているが、

その理由説明を。」との質疑に対し、「町単独事業の当部癒しの里茶処あがりまた

の工事費であります。工事内容としまして、ろ過装置取付・ＬＥＤ照明設置・室内

改修・石油給湯器取替等を行い、その執行残を減額補正いたしました。」との答弁

でした。 

 次に、「観光費、委託料において天城町観光ＰＲ動画作成業務委託料５０万円の

委託先及び負担金、補助及び交付金において徳之島観光活性化推進協議会補助金の

内容の説明を。」との質疑に対し、「天城町観光ＰＲ動画作成業務５０万円の委託

先は、東京の有限会社ヴィライブであり島外物産展等での観光ＰＲ活動などに利用

しています。また、徳之島観光活性化推進協議会補助金については、鹿児島県地域

推進振興事業でホームページ作成・ＤＶＤ作成に徳之島三町各１５０万円を支出し、

ＤＶＤに関しては徳之島町スタジオ加川に委託しています。徳之島観光活性化推進

については、観光連盟と連携して進めています。」との答弁でした。 

 次に、「合宿日本一の島推進事業費（地方創生）、報償費において２０万円減額

補正されている理由、また１０万円の報償費でどのような方を講師としてお願いさ

れたのか、説明を。」との質疑に対し、「報償費について、プロ野球以外の教室等

も計画していましたが、なかなか難しいところがあり補正で２０万円減額しました。

北海道日本ハムファイターズ近藤選手含めた７名とスタッフ３名の計１０名が合宿

で来島された際に、野球教室を開催しました。その際の野球教室講師全員分の謝礼

金として１０万円支出してあります。」との答弁でした。 

 商工水産観光課終了後、教育委員会総務課の審査を行いました。 
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 教育委員会総務課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明

を求めました。 

 その中で主な事項について申し上げます。 

 教育委員会総務課の「歳入決算総額は、５億１千６０万３千３４４円。」うち繰

越明許費は、４億７千９３１万２千円。「歳出決算総額は、７億９千５５５万８千

８８０円。」であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

 「学校給食費、扶助費において２０５万円が減額されているが、早めに把握し減

額は出来なかったのか、最終補正で減額した理由の説明を。」との質疑に対し、

「前年度、児童生徒数及び認定実績で当初予算計上しましたが、年度内で児童生徒

数及び認定に差異が生じ、最終補正での減額となりました。今後は、児童生徒数及

び認定の確定後の補正で対応するように留意します。」との答弁でした。 

 次に、「学校給食費、賃金において２９万１千円増額補正したにも関わらず

４９万７千２２５円の不用額がでているが、最終補正等で対応出来なかった理由説

明を。」との質疑に対し、「調理員及び補助員の作業日数の確保のために、賃金改

正時に増額をお願いしましたが、調理員・事務員の中途退職時の予算減額と最終の

見込みが甘く不用額となりました。今後は早期に予算を精査し、早めの予算処理を

行います。」との答弁でした。 

 次に、「中学校管理費、賃金８５万８千円を最終補正で減額しているが、それま

でに対応出来なかったのか、また、減額補正したにも関わらず３３万３千５２円の

不用額がでた理由の説明を。」との質疑に対し、「最終補正にて支出状況及び今後

の出勤見込み日数にて減額したところですが、賃金不足を考慮し補正予算ごとの対

応が出来ませんでした。今後は早期に予算を精査し、早めの予算処理を行いま

す。」との答弁でした。 

 次に、「教育振興費、扶助費５５万円の減額補正の説明を。」との質疑に対し、

「前年度、児童生徒数及び認定実績により当初予算計上しましたが、児童生徒数の

減少及びが認定率に若干の差異が生じたための、減額補正となりました。」との答

弁でした。 

 次に、「心の教室相談員配置事業費で４２万７千５００円が支出済みであるが、

出勤状況や相談件数・内容等の報告等はどのようにしているのか説明を。」との質

疑に対し、「天城中学校・北中学校に相談員を派遣しており、相談員には毎回出勤

簿（７５日出勤）と業務記録簿（相談内容・来室件数・出来事等）により報告させ

ているところで、内容等についても把握しているところです。」との答弁でした。 
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 教育委員会総務課終了後、企画課の審査を行いました。 

 企画課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めまし

た。 

 その中で主な事項について申し上げます。企画課の「歳入決算総額は、７千

７０７万９千８３９円。」「歳出決算総額は、２億５０６万７千２８７円。」であ

り、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

 「電算管理費、旅費において最終補正で２５万５千円増額したにも関わらず、

６万５千６２０円の不用額を出した理由の説明を。」との質疑に対し、「３月に出

張する予定でありましたが、機器更改と重なった為に出張できなかった為の不用額

であります。」との答弁でした。 

 次に「企画費、使用料及び賃借料１万５千円が計上され、不用額となっている説

明を。」との質疑に対し、「使用料及び賃借料１万５千円については、広報誌等掲

載の写真素材等を１枚３千円から５千円で買い取る著作権料で、買い取り実績がな

いため不用額となりました。」との答弁でした。 

 次に「企画費、負担金、補助及び交付金において徳之島地域公共交通活性化再生

協議会補助（単独）の利用実績の説明を。」との質疑に対し、「デマンドバス負担

金として２００万円支出しております。利用実績としては、総合陸運株式会社から

毎月の使用状況・収支報告されています。」との答弁でした。 

 次に「ＡＹＴ使用料において、収入未済額が１３３万１千円あるが未納者の件数

と未納者への対応の説明を。」との質疑に対し、「平成２９年度２月末までに、電

話連絡及び戸別訪問等で２５７件対応しました。分納相談１６６件中５６件と誓約

を交わしています。また、無反応の４６件については停波をいたしました。今現在

滞納による停波者は２０件となっています。今後は滞納による停波開始の期間短縮

等も検討します。」との答弁でした。 

 次に「消費者行政対策費において、どのような形で事業をすすめているのか説明

を。」との質疑に対し、「平成２９年度中の相談件数は７件で、大島消費者相談所

に連絡を取り内容等の確認をし、ＡＹＴ放送を通じて周知に努めたところです。 

 相談内容としましては、本人が契約購入した覚えのない商品の督促依頼等で

す。」との答弁でした。 

 次に「総務管理費、起業支援事業費において、当初予算１００万円に対して

５０万円の不用額の説明を。」との質疑に対し、「平成２９年度町内起業家支援対

策事業補助金として、１００万円以上に対して最高限度額５０万円として、２件予
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定していましたが、１件分５０万円の補助となったための不用額となります。」と

の答弁でした。 

 次に「天城町自衛隊誘致対策費において、当初予算で１千円の科目存置がなされ

ているが、活動はなかったのか。また、今後の活動等はどのようにしていくの

か。」との質疑に対し、「平成２６年度に天城町自衛隊誘致協議会に交付された補

助金の繰越金を活用しています。平成２９年度の活動としては、協議会会員が防衛

省要請活動・熊本陸上自衛隊記念式典参加を行っています。今後の活動としまして

は、防衛省要請活動や自衛隊訓練受入等、誘致活動に取り組んで行きます。」との

答弁でした。 

 企画課終了後、税務課の審査を行いました。 

 税務課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めまし

た。 

 その中で主な事項について申し上げます。 

 税務課の「歳入決算総額は、４億１千３７５万３１２円。」「歳出決算総額は、

６千３２４万３千８４８円。」であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

 「固定資産税、現年度課税及び滞納繰越分徴収に関して、納付書送付後の所在不

明・受取拒否等への対応及び固定資産税が賦課されている土地等の調査はしている

のか。」との質疑に対し、「送付した固定資産税納付書が返戻されたときの対応と

しましては、戸籍等照会による調査を行い再度送付することにしています。固定資

産税が賦課されている納税義務者等の土地の現地・現況等調査については、４年前

に関係課が連携を図りながら調査をした経緯がありますが、土地やヤミ小作等も多

くまた、時間もかかることから現在は行っていませんが、今後また検討していく課

題ではあると考えています。」との答弁でした。 

 次に「軽自動車税で現年度課税及び滞納繰越分において、多額の収入未済額があ

るが、車両の有無が確認できない課税保留中の軽自動車税の調査・対応等は、どの

ようにしているのか。」との質疑に対し、「対応については、平成２８年度までは

規則等が整備されていなかった関係上、廃車処理の手続きをお願いして処理を行っ

ていましたが、平成２９年度に規則を改正して課税保留中の車両の課税取消処理が

出来るようになりましたので、現在は申請書を提出して頂き課税台帳からの取消処

理をしているところです。」との答弁でした。 

 以上で第２回目の委員会は終了といたしました。 

 ９月１１日午前１０時から第３回目の委員会を全委員出席の下、委員会室におい
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て教育委員会社会教育課の審査を行いました。 

 教育委員会社会教育課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する

説明を求めました。 

 その中で主な事項について申し上げます。 

 社会教育課の「歳入決算総額は、３千９５９万１５５円。」「歳出決算総額は、

２億４２３万９千２３２円。」であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 「生涯学習推進室運営管理費、報償費において２５万８千円減額補正した理由の

説明、またそれまでの補正等で対応出来なかったのか。」との質疑に対し、「平成

２９年度４月から２教室において２名の講師が辞めたための減額補正であります。

また、最終まで減額補正しなかった理由は、年度内に新たな講師を採用する計画を

していたためです。」との答弁でした。 

 次に「ユイの館運営管理費、需用費において８万円及び３０万円が減額補正され

ている理由の説明。」との質疑に対し、「需用費の８万円及び３０万円の減額補正

については、光熱水費の電気代で、当初予算積算段階で、過去の実績の電気代最高

値で積算した結果であります。今後の予算積算においては、十分調査・精査して予

算の積算をしていきます。」との答弁でした。 

 次に「ユイの館運営管理費、備品購入費において６万円の増額補正理由および

２万５千円の減額補正理由の説明を。」との質疑に対し、「備品購入費において

６万円の増額補正理由としましては、消防法による指摘により消化器を４本購入、

また２万５千円の減額補正理由としましては、工作室エアコン購入及び複合機購入

の執行残であります。」との答弁でした。 

 次に「図書館運営費、委託料１７６万７千６６０円が支出済となっていますが、

委託内容についての説明を。」との質疑に対し、「委託内容については、パソコン

等での図書購入のための調査・検索・情報収集及び保守点検として南日本情報処理

センター、消防設備関係で安尾電気工事社に委託しています。」との答弁でした。 

 次に「図書館運営費、備品購入費１千２５１万円増額補正されている理由、また

当初で計上できなかったのか説明を。」との質疑に対し、「宝くじ助成事業の申請

をしていましたが、助成事業の採択により移動図書車両の購入費として１千

２５１万円増額補正しました。」との答弁でした。 

 次に「天城町総合運動公園管理費、需用費において７８万円の増額補正理由の説

明。」との質疑に対し、「需用費の７８万円の増額補正理由は、弓道場の修繕費で、

保険に加入していなかった期間に、台風により弓道場シャッターが破損したための

増額補正であります。平成３０年度は保険にも加入しており、今後台風等の対策は
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事前に強化していきます。」との答弁でした。 

 次に「海洋センター運営費、賃金において１９５万２千円の減額補正理由の説

明。」との質疑に対し、「コミュニティースポーツ推進事業賃金の減額であります。

平成２９年度にコミュニティースポーツ推進について協議をしてきましたが、各団

体との役割が明確化されず、現在、設立準備段階です。」との答弁でした。 

 次に「保健体育総務費、報酬３万６千円の減額補正理由の説明を。」との質疑に

対し、「スポーツ推進委員会を年４回開催していますが、スポーツ推進委員会に欠

席者がいたために出会報酬を減額補正いたしました。」との答弁でした。 

 次に「社会教育費、文化財を活かした地域活性化事業費の負担金、補助及び交付

金において、１２４万円減額補正されている理由の説明を。」との質疑に対し、

「地域住民と協働による天城町文化遺産調査として、兼久集落を対象に主に民族調

査を実施した際の事業で、文化庁に３９０万９千円で事業申請しましたが、文化庁

から減額して採択された関係で、減額補正となりました。」との答弁でした。 

 社会教育課終了後、当委員会に付託受けました案件の現地調査を行いました。 

 社会教育課所管の移動図書車両・総務課所管の防災センター備蓄備品について調

査し、所管課長及び担当職員から説明を受けました。 

 以上で第３回目の委員会は終了といたしました。 

 ９月１８日、第４回目の委員会を全委員出席の下、午後３時から委員会室におい

て開催しました。 

 まず、これまでの審査内容を再度確認した後、議案第６５号の付託を受けた案件

について、総括質疑を行いましたが、質疑無く、討論を行いましたが、討論無く、

採決の結果、議案第６５号は、賛成者多数で、原案のとおり認定すべきものと決定

しました。 

 なお、以上の審査過程において、当委員会の意見として集約決定しました、次の

５点を委員会の意見として執行部に申し入れることが適当であると決定しましたの

で、議長においてよろしくお取り計らい願います。 

１．基金運用については、目的を定め内容を十分精査し進めて行くべきである。 

２．多額の不用額が見られるので、当初予算の見積もりについては厳格に取り組み、

事業執行は計画性を持って推進すべきである。 

３．町補助金等事業については、その後の活動状況、成果等の報告・公開を行い、

委託料については委託内容、契約条項を精査し適切な事業の推進に努めるべきであ

る。 

４．各施設等管理においては、災害対策等の管理体制を徹底すべきである。 

５．各種税や使用料の滞納繰越分が多額となっている。 
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 自主財源の確保は大きな課題であり、関係課においては、更に自主財源の確保に

向けて、法的手段も含め徴収に最大限の努力をすべきである。 

 以上で、総務文教厚生常任委員会の審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（前田 芳作議員）   

 次に、建設経済厚生常任委員長の報告を求めます。 

○建設経済厚生常任委員長（秋田 浩平議員）   

 それでは、建設経済厚生常任委員長報告をいたします。 

 平成３０年第３回天城町議会定例会において議題となりました、議案第６５号、

平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算のうち建設経済厚生常任委員会に付託を

受けた決算について、議案第６６号、平成２９年度天城町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算について、議案第６７号、平成２９年度天城町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算について、議案第６８号、平成２９年度天城町介護保険事業特別会

計歳入歳出決算について、議案第６９号、平成２９年度天城町後期高齢者医療事業

特別会計歳入歳出決算について、以上５件の議案について、審査の経過と結果の報

告をいたします。 

 当委員会は、第１回目の委員会を９月７日、本会議終了後、全委員出席のもと、

委員会室において開催しました。 

 まず、付託を受けました案件の所管課長の出席を求め、審査日程について協議し

ました。 

 その日程は、９月１０日、午前１０時から農業委員会、農地整備課、保健福祉課。

９月１１日、午前１０時から水道課、建設課、町民生活課。９月１２日、午前

１０時から農政課、９月１４日、午後１時から付託案件の現地調査、委員会１回目

のまとめ。９月１８日、午後１時３０分から委員会の最終まとめとすることに決定

しました。９月１０日、第２回目の委員会を全委員出席のもと、午前１０時から委

員会室において、農業委員会の審査を行いました。 

 局長及び担当職員の出席を求め、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算につ

いての説明を求めました。 

 農業委員会の「歳入決算総額は、７７４万７千９３３円。」「歳出決算総額は、

２千６８９万３千１５８円。」であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「農地利用最適化交付金事業について。」の質疑に対し、「農地等の利用

の最適化を強力に推進するため、平成２８年度に新設された交付金で、目的は遊休

農地の解消、担い手への農地集積、集約化の推進活動、新規就農者の推進などの活

動に交付される事業です。」との答弁でした。 
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 次に、「農業委員会費県補助金７８万６千円の増額した理由は。」との質疑に対

し、「農地利用最適化交付金事業の導入によるものです。」との答弁でした。 

 次に、「農地法第３条許可申請状況について、所有権移転の件数が多いのはなぜ

か。」との質疑に対し、「高齢化で農地を手放す方が多くなり、営農集団等による

農地の集積も多くなっている事が要因で、今後も件数は増えていく可能性が高いで

す。アンケート結果では、農地を借りたいという農家が多い状況にあるため、農地

の集積や、斡旋する方法などが今後の課題です。」との答弁でした。 

 農業委員会終了後、農地整備課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算につ

いての説明を求めました。 

 農地整備課の「歳入決算総額は、７千９１４万４千４７３円。」「歳出決算総額

は、４億４千８５８万３千１６６円。」であり、それぞれの内容の説明を受けまし

た。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「地籍調査事業費の需用費１１６万４千円、使用料２１７万円の内訳の説

明を。」との質疑に対し、「需用費については、修繕料６万７千円、消耗品費

９３万２千円、燃料費１６万５千円。使用料は公民館使用料６千円、地籍調査支援

システム使用料１６８万５千円、トータルステーションリース使用料４７万９千円

です。」との答弁でした。 

 次に、「地籍調査事業費委託料５１５万６千円の減額理由は。」との質疑に対し、

「当初予算計上額は県に要望した額であり、確定額によって減額を行いました。要

望に対して６、７割ほどの減額となっていますが、ほとんどの市町村がこのような

状況となっています。」との答弁でした。 

 次に「ため池ハザードマップ作成とはどういったものか。」との質疑に対し、

「下流に住宅や公共施設等が存在するため池が決壊したときに備えて、被害想定区

域や避難場所等が表示された地図で、防災訓練等に活用して地域住民の自主防災意

識の向上を図ったり、ため池の防災対策や災害時の被害軽減に役立てるもので

す。」との答弁でした。 

 次に「農業施設費の県営事業負担金９地区の内訳を。」との質疑に対し、「畑地

帯総合整備事業（担い手支援型、一般）の兼久・大津川・瀬滝地区で２千９０万円、

第一松原１期地区で７６０万円、第一松原２期地区で６４０万円、第一浅間地区で

７３０万円、第一大和城地区で３００万円、第一南部地区で１千３６８万円、第二

浅間地区で２８２万円、第二大和城地区で１千万円、第二当部地区で２１０万円と

なっています。また、県営農地耕作条件改善事業の兼久・大津川・瀬滝地区で
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９００万円、第一松原１期地区で３００万円、第一松原２期地区で３００万円、第

一南部地区で７２０万円、第二大和城地区で４８０万円となっています。」との答

弁でした。 

 次に「農道台帳の修正業務とはどのような作業なのか。」との質疑に対し、「畑

総地区内において、一定の要件を満たす農道について地区毎に調査し、認定申請す

る作業です。農道認定されると交付税措置されます。」との答弁でした。 

 農地整備課終了後、保健福祉課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算及び

保健福祉課所管の平成２９年度天城町特別会計歳入歳出決算の説明を求めました。 

 保健福祉課一般会計の「歳入決算総額は、４億４４万４千６５円。」「歳出決算

総額は、１２億３千４４９万７千４８５円。」 

 次に、国民健康保険事業特別会計の「歳入決算総額は、１５億２千３２万８千

６５９円。」「歳出決算総額は、１３億５千３９６万６千９６７円。」「一般会計

からの繰入金が、１億７千８１６万５千５３３円。」「基金繰入金が、４千

１６３万円。」 

 次に、介護保険事業特別会計の「歳入決算総額は、９億２千４７９万９千

８６９円。」「歳出決算総額は、８億９千２４４万４１４円。」「一般会計からの

繰入金が、１億２千７３８万５千円。」「基金繰入金が、１千５１３万３千円。」 

 次に、後期高齢者医療事業特別会計の「歳入決算総額は、７千１６７万４千

１２８円。」「歳出決算総額は、６千９２４万５千６４２円。」「保険基盤安定繰

入金が、３千５１６万２千円。」であり、各会計ごとに内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「乳幼児訪問は何件実施したのか。」との質疑に対し、「乳幼児の家庭を

訪問した件数は６２件です。基本的に訪問は１家庭１回のみですが、訪問したとき

の状況で追加訪問するケースもあります。」との答弁でした。 

 次に「大人の糖尿病などの慢性病に対しての指導は実施しているのか。」との質

疑に対し、「健診を受けていただいた方が対象となりますが、治療中の方でコント

ロールが難しい方を、病院と保健センターで連携を図りながら、指導出来る体制づ

くりを現在行っています。しかし、本町では健診を受けた後に精密検査に行かない

ケースが多いので、その改善に力を入れている状況です。」との答弁でした。 

 次に、「保育所保護者負担金５２万１千円の収入未済について。」との質疑に対

し、「内訳につきましては５名分の収入未済額となります。このうち一部は児童手

当支給分からの支払いで処理を行います。島外へ転出された方につきましては支払

いを命じて、誓約書を取っております。」との答弁でした。 
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 次に、「０歳児は各保育所で何名いるのか。また、待機児童はいるのか。」との

質疑に対し、「０歳児は、北部保育所６名、天城保育所６名、南部保育所３名、待

機児童は９名います。」との答弁でした。 

 次に、「医療機関あり方検討事業費の内容は。」との質疑に対し、「この事業の

中に３つの項目があり、１点目が産科医等確保支援報償で、医師への給与として

６００万円、２点目は負担金の５０万円、３点目は医師修学助成金１８０万円です

が、補正で落とされておりませんでした。」との答弁でした。 

 次に、「児童福祉費の出産祝い金、義務教育就学児医療費扶助の実績額は。」と

の質疑に対し、「出産祝い金の支出額が８４０万円で対象者数が５３人です。義務

教育就学児医療費扶助の対象者数が２３３名、延申請件数が４６７件、支出済額が

２８６万２千４１７円。」との答弁でした。 

 次に、「国民健康保険事業の保険給付費の高額療養費１億２千万円と、共同事業

拠出金の高額療養費３千２００万円の違いは何か。」との質疑に対し、「保険給付

費は被保険者の医療費に対する予算で、共同事業拠出金は県内保険者への高額な医

療費の発生による財政リスクを緩和するため、各自治体から連合会へ支払う予算で

す。」との答弁でした。 

 次に、「居宅介護住宅改修費５１万８千円と介護予防住宅改修費１４万５千円の

内容説明を。」との質疑に対し、「居宅介護住宅改修費は要介護の認定を受けてい

る方の住宅改修費で、介護予防住宅改修費は要支援の認定を受けている方の改修費

です。主な改修内容は手すりの取り付けや段差解消の為の家屋修繕などです。」と

の答弁でした。 

 ９月１１日、第３回目の委員会を全委員出席のもと、午前１０時から委員会室に

おいて、水道課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、水道課所管の平成２９年度天城町簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の説明を求めました。 

 水道課特別会計の「歳入決算総額は、２億３千４３６万５千３０９円。」「歳出

決算総額は、２億３千１３７万３千９７８円。」その内一般会計からの「繰入金が、

４千５０３万５千円。」であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「維持管理費の需用費、役務費補正の理由は。」との質疑に対し、「需用

費は、主に水道水の消毒に消耗品費から多額の予算が支出されているためです。ま

た、役務費は、主に水質検査手数料と水道中央監視盤回線使用料の通信運搬費で支

出されています。」との答弁でした。 

 次に、「現年度水道使用料の調定件数と、牛舎の件数は。」との質疑に対し「現
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年度調定件数は３千１６２件です。牛舎は３２９件です。」との答弁でした。 

 次に、「水道使用料滞納繰越分の不納欠損額１２５万６千円についての説明

を。」との質疑に対し、「不納欠損の主な内容は消滅時効が６件で１２１万円、死

亡が４件で４万６千円になります。」との答弁でした。 

 水道課終了後、建設課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算につ

いての説明を求めました。 

 建設課の「歳入決算総額は、２億７千２２６万６千２８９円。」うち繰越明許費、

１０万円。「歳出決算総額は、５億２千２８４万６千７４１円。」うち繰越明許費、

１千３９７万円。であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「空港管理費環境整備委託料として、シルバー人材センターへ４５２万

９千円とあるがその内容は。」との質疑に対し、「基本的には空港敷地内すべての

環境整備に係る費用となります。ただし、空港入り口の一部緑地帯は県が観光連盟

へ貸している場所になりますので、そこは管轄外となっています。」との答弁でし

た。 

 次に、「空港管理事務所はどのような勤務体系か。」との質疑に対し、「シフト

制で３６５日勤務しています。基本的には８時３０分から１７時１５分となってい

ますが、飛行機の時間の関係で早番の方は６時４５分から１５時３０分で、遅番の

方は９時４５分から１８時３０分で勤務しています。」との答弁でした。 

 次に、「平成２９年度路線計画業務委託３９１万７千円の業務場所に松原と天城

地内とあるが、これはどの路線なのか。」との質疑に対し、「松原は仲間５号線、

天城地内は名須２号線と３号線を予算の範囲内で追加調査しました。」との答弁で

した。 

 次に、「世界自然遺産登録推進事業費（地方創生）の賃金７５４万６千円で５、

６名ほど雇用されているが、雇用内容についての詳細を。」との質疑に対し、「町

内に自生する外来植物の伐採駆除作業を行っています。基本的に月曜日から金曜日

までの勤務で、緊急時は土日や祝日にも出勤しています。」との答弁でした。 

 次に、「住宅管理費の使用料及び賃借料１０８万４千円の詳細は。」との質疑に

対し、「家屋借上げについては、空き家再生で実施した４件を１０年間借上げるた

めの２９年度借上げ料として４８万円、今年の２月より借上げた南西糖業社宅２戸

の借上げ料２万８千円です。重機借り上げについては、空き家の解体費として

５７万６千円支出しました。」との答弁でした。 

 建設課終了後、町民生活課の審査を行いました。 
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 課長及び担当職員の出席を求め、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算につ

いての説明を求めました。 

 町民生活課の「歳入決算総額は、４千９４７万７千９０３円。」うち繰越明許費

１千９５３万１千円。「歳出決算総額は、２億８千４４７万６千８５５円。」うち

繰越明許費１千９５１万７３円であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「公衆衛生費の合併浄化槽設置補助の予算が大幅な減額になった理由

は。」との質疑に対し、「補正で１千８８５万円減額しましたが、当初の計画

８０基に対し実績が３６基となったためです。」との答弁でした。 

 次に、「ゴミ収集業務について、８時３０分以前に収集している業者もいるよう

だが、指導はしているのか。」との質疑に対し、「業者によっては８時３０分以前

に収集して、再度回収している業者もいますが、指導を行っていきます。」との答

弁でした。 

 次に「海岸漂着物対策事業において補助率と雇用者の１日あたりの賃金はいくら

か。また、雇用者は何名いるのか。」との質疑に対し、「補助率は９割、日当は

７千円になります。雇用者は１０名です。」との答弁でした。 

 次に「海岸漂着物対策事業の報償費の使途は。」との質疑に対し、「各団体や部

活動などで海岸清掃を行ってもらった時などに活動報償として１団体あたり５万円

支出しています。２、３０人程度のグループが２時間から３時間ほどの作業を行う

ことを要件としています。」との答弁でした。 

 次に「徳之島三町ネコ対策協議会負担金１００万円の補正内容と、施設作業員の

数は。」との質疑に対し、「捕獲員の賃金を当初予算で計上していなかったため、

補正しました。現在施設には、捕獲作業員が各町１名ずつ計３名と施設管理員１名

がいます。」との答弁でした。 

 ９月１２日、第４回目の委員会を全委員出席のもと、午前１０時から委員会室に

おいて、農政課の審査を行いました。 

 課長及び担当職員の出席を求め、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算の説

明を求めました。 

 農政課の「歳入決算総額は、１億３千３５６万９千５８７円。」うち繰越明許費

８７５万８千円。「歳出決算総額は、３億６千７１４万８千７１７円。」うち繰越

明許費８７５万８千円であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

 まず、「農業センターで研修を終了した方の追跡調査は行っているのか。」との

質疑に対し、「実施しています。就農率は７５％で、過去５年間の水準で８５％程
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の就農率となっています。」との答弁でした。 

 次に「農業センターにおいて、新しい品目は栽培しているのか。」との質疑に対

し、「全国的に花の後継者不足が問題となっており、町内でもトルコギキョウ以外

の品目が無いので、レザーリーフファンというシダ科植物の葉物の栽培について経

済連から相談があるため、３０年度より栽培を予定しています。」との答弁でした。 

 次に「新規就農者営農支援事業（地方創生）の報償費１万５千円の説明と農業塾

の年間受講者数は。」との質疑に対し、「報償費１万５千円は農業塾の講師謝金に

なります。年６回開催する中で、昨年は３回の講座で農家を講師として招き、接ぎ

木の方法などを指導していただきました。また、農業塾は年間で延べ２２４名の受

講者でした。」との答弁でした。 

 次に「林務総務費委託料の主な事業の説明を。」との質疑に対し、「松くい虫駆

除委託については三京１地区、西阿木名２地区でくん蒸処理を行いました。里山林

機能回復事業委託では与名間林道、クロスカントリー、南部地区で松枯損木の伐

倒・除去を行いました。松への薬剤の樹幹注入委託として与名間バンガロー周辺の

処理を行いました。」との答弁でした。 

 次に「鳥獣被害対策費の中山間地域所得向上支援対策補助２千５２８万４千円の

内容は。」との質疑に対し、「獣肉処理施設の建設費となります。内訳として設計

委託料５８万３千円、本体工事が２千２３９万９千円、外構工事費が１１０万円、

備品で対象外の経費が７７万３千円、エアコン１台導入で２０万円、消耗品等で

２２万９千円」との答弁でした。 

 次に「畜産振興費の８号補正４５０万円の主なものは。」との質疑に対し、「自

家保留・導入助成で６５頭分、６５０万円の増額と、草地更新助成事業で２５０万

の減額を行っています。」との答弁でした。 

 次に「認定農業者支援事業の中心経営体等施設整備の説明を。」との質疑に対し、

「農業機械等導入の補助事業ですが、事業導入の対象者は認定農家となります。

２９年度は、これまでに農地中間管理事業を活用した西阿木名地区と岡前地区でそ

れぞれ１名の方がトラクターを導入しました。」との答弁でした。 

 ９月１４日、午後１時から全委員出席のもと現地調査を行い、その後第５回目の

委員会を委員会室において開催しました。 

 現地調査において、建設課所管の与名間地内の公営住宅建設、西郷公園ウォーク

ボード改修工事、総合運動公園わんぱく広場遊具設置工事について所管課長及び担

当職員から説明を受けました。 

 ９月１８日、第６回目の委員会を１委員欠席の下、午後１時３０分から委員会室

に於いて開催しました。 
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 まず、これまでの審査内容について、再度協議を行い、議案第６５号から第

６９号について、総括質疑を行いましたが、質疑なく、討論を行いましたが、討論

なく、採決の結果、議案第６５号から第６９号は、賛成者多数で原案のとおり認定

すべきものと決定いたしました。 

 なお、以上の審査過程において、当委員会の意見として集約決定しました、次の

６点を委員会の意見として執行部に申し入れることが適当であると決定しましたの

で、議長においてよろしくお取り計らい願います。 

１．保育所の老朽化に伴い、早急な建替と統合も検討すべき時期ではないか。 

２．畑地帯総合整備事業においては、同意取得を徹底し、事業の早期推進を図るこ

と。 

３．秋利神キャンパスパークの再整備と有効利用に努めること。 

４．天城町総合振興計画にある町道整備及び住宅建設は、着実且つ早期に実施すべ

きである。 

５．水道料の徴収にあたっては、徴収手段を見直し、更なる収納率向上に努めるべ

きである。 

６．昨年も指摘しましたが、多額の不用額が見られるので、予算編成に際しては、

事業に対する需要予測を適切に行うとともに積算根拠などを十分に検討すること。

なお、多額の不用額が想定される場合には、速やかに減額補正すべきであり、適正

な予算管理に努めるべきである。 

 以上で、建設経済厚生常任委員会の審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（前田 芳作議員）   

 以上で、委員長の報告は終わりました。 

 しばらく休憩します。１１時１５分より再開します。 

休憩 午前１１時０４分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１１時１５分 

○議長（前田 芳作議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これから、委員長報告に対する質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから、議案第６５号、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて討論を行います。 
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（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６５号、平成２９年度天城町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いて採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は

認定とするものです。本案は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○議長（前田 芳作議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 次に、議案第６６号、平成２９年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６６号、平成２９年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について採決します。この採決は起立によって行います。本案に対す

る委員長の報告は認定とするものです。本案は委員長の報告のとおり認定すること

に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（前田 芳作議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 次に、議案第６７号、平成２９年度天城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６７号、平成２９年度天城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決

算の認定について採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委

員長の報告は認定とするものです。本案は委員長の報告のとおり認定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（前田 芳作議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 
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 次に、議案第６８号、平成２９年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６８号、平成２９年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委

員長の報告は認定とするものです。 

 お諮りします。本案は委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願い

ます。 

（賛成者起立） 

○議長（前田 芳作議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 次に、議案第６９号、平成２９年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決算の認定について討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６９号、平成２９年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入

歳出決算の認定について採決します。この採決は起立によって行います。本案に対

する委員長の報告は認定とするものです。本案は委員長の報告のとおり認定するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（前田 芳作議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 お諮りします。ただいま、総務文教常任委員長報告よりありました５件、建設経

済厚生常任委員長報告にありました６件、計１１件の意見は、当議会の意見として

決定し、町長に申し出ることとしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 異議なしと認めます。よって、当議会の意見として町長に申し出することに決定

しました。 

 

△ 日程第６ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 
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○議長（前田 芳作議員）   

 日程第６、次に議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査についてを議題と

します。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配りました本会

議の会期日程と議会の運営に関する事項について閉会中の継続調査の申し出があり

ます。 

 お諮りします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査と

することに決定しました。 

 

△ 日程第７ 常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 

 

○議長（前田 芳作議員）   

 日程第７、次に常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査についてを議題としま

す。 

 各常任委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配りました所管事

務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。各常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とするこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 異議なしと認めます。よって、各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査

とすることに決定しました。 

 なお、陳情第２号、バス通学費の助成についてに関する陳情については、総務文

教常任委員会の審議の結果、継続審査となりました。追加議案配布のためしばらく

休憩します。 

休憩 午前１１時２０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１１時２１分 

○議長（前田 芳作議員）   
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 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 追加日程についてお諮りします。お手元に配布しましたとおり、追加日程第１、

第２を追加したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 異議なしと認めます。よって、お手元の日程表のとおり日程を追加することに決

定しました。 

 

     △ 追加日程第１ 議案第７０号 平成３０年度天城町一般会計歳入歳

出予算補正（第４号）について   

 

○議長（前田 芳作議員）   

 追加日程第１、議案第７０号、平成３０年度天城町一般会計歳入歳出予算補正

（第４号）について。本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（大久 幸助君）   

 議案第７０号、平成３０年度天城町一般会計歳入歳出予算補正（第４号）につい

て説明いたします。 

 内容につきましては、歳入歳出予算をそれぞれ９５９万８千円追加し、予算総額

をそれぞれ６２億４千５４６万６千円に定めようとするものであります。その主な

項目について説明いたします。 

 歳入におきましては、繰入金で天城町公共施設整備基金繰入金等の増など

７９９万８千円の増額、町債におきましては、衛生費債１６０万円の増額でござい

ます。一方、歳出におきましては衛生費におきまして、徳之島アイランド広域連合

負担金の増による１６６万１千円の増額、土木費におきましては、土地開発基金費

の増による７９３万７千円の増額でございます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長（前田 芳作議員）   

 これから質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   
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 討論なしと認めます。 

 これから、議案第７０号、平成３０年度天城町一般会計歳入歳出予算補正（第

４号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 追加日程第２ 議案第７１号 平成３０年度天城町簡易水道事業特

別会計歳入歳出予算補正（第３号）

について   

 

○議長（前田 芳作議員）   

 追加日程第２、議案第７１号、平成３０年度天城町簡易水道事業特別会計歳入歳

出予算補正（第３号）について。本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（大久 幸助君）   

 議案第７１号、平成３０年度天城町簡易水道事業特別会計歳入歳出予算補正（第

３号）について説明いたします。 

 内容につきましては、歳入歳出予算をそれぞれ増減がなく、予算総額も歳入歳出

それぞれ２億９千３１７万８千円であります。その主な項目について申し上げます

と、歳入で国庫補助金６８６万６千円、簡易水道事業債３４０万円、過疎対策事業

債３４０万円をそれぞれ組みかえでございます。 

 歳出につきましては、与名間簡易水道事業費１千３７３万２千円の増額、中部簡

易水道事業費１千３７３万２千円の減額となっております。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○議長（前田 芳作議員）   

 これから質疑を行います。 

○９番（松山 善太郎議員）   

 ここ見たらわかりますが、中部簡易水道事業が与名間の簡易水道事業に工事費

１千５００万ふえています。これについて、もう少しわかりやすく説明してくださ

い。 

○水道課長（柚木 洋佐君）   

 済みません、もう１回、何ページになりますか。 

○９番（松山 善太郎議員）   
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 いいですか、いい、もう１回じゃあ。中部簡易水道事業から与名間の簡易水道事

業に工事の請負費が移っております。どういった理由なのか。工事の追加なのか、

それとも当初計算を見誤って工事費がふえたのか、ここら辺わかりやすく説明して

くださいということです。 

○水道課長（柚木 洋佐君）   

 お答えします。当初のほうでは、ちょっと補正誤り、見積もり誤りとはいきませ

んが、機械設備、電気設備ですね、そこら辺が多くなってきたということで、この

ような形になりました。県のほうとは相談をしながらやっているところです。松原

の取水口水源地がありますが、そこにもポンプまた電気関係、与名間の浄水場につ

きましても、薬注施設設備などの変更があったということであります。今年度で終

わりたいと思っております。 

○議長（前田 芳作議員）   

 他に質疑はございませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから、討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第７１号、平成３０年度天城町簡易水道事業特別会計歳入歳出予

算補正（第３号）について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（前田 芳作議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本定例会に付された事件は、全て終了しました。 

 これで、本日の会議を閉じます。 

 平成３０年第３回天城町議会定例会を閉会します。 

閉会 午前１１時３０分 
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